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「標準的なバス情報フォーマット」の整備 （平成29年3月）

中小バス事業者等と経路検索事業者等との情報の受渡しが効率化
されることで、経路検索におけるバス情報の充実が期待される。

○データ形式は、他のシステムで活用しやすいCSV形式
○データ項目は、停留所の位置や通過時刻表等一般路線バスの基本的な

案内に必要な項目
○北米や欧州で広く普及するフォーマット（GTFS※）と互換性を確保
○事業者や自治体が「標準的なバス情報フォーマット」を利用するための

「解説書」をあわせて作成

※GTFSとは…

（General Transit Feed Specification）
• 公共交通機関の時刻表とその地理的情報に使用される共通形式を定義したもの

• 当初はGoogle社向けのフォーマットとして作成されていたが、現在はオープン

化され、誰もが使用できるものとなっている。

• 中小事業者の利用も視野に、表計算ソフトでの閲覧が容易なCSV形式を採用し、

使用ができるものとなっている

効果

概要
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「標準的なバスフォーマット」概要

■ データ形式は、他のシステムで活用しやすいCSV形式
■ データ項目は、停留所の位置や通過時刻表等一般路線バスの基本的な案内に必要な項目

■ 北米や欧州で広く普及するフォーマット(GTFS)と互換性を確保

agency.txt routes.txt trips.txt stop_times.txt stops.txt transfers.txt
★agency_id ★route_id ★trip_id trip_id ★stop_id from_stop_id
agency_name agency_id route_id arrival_time stop_code to_stop_id
agency_url route_short_name service_id departure_time stop_name transfer_type
agency_timezone route_long_name trip_headsign frequencies.txt stop_id stop_desc min_transfer_time
agency_lang route_desc trip_short_name trip_id stop_sequence stop_lat*
agency_phone route_type direction_id start_time stop_headsign stop_lon*
agency_fare_url route_url block_id end_time pickup_type zone_id fare_attributes.txt
agency_email route_color shape_id headway_secs drop_off_type stop_url fare_id

route_text_color wheelchair_accesible exact_times shape_dist_travel location_type price
agency_jp.txt jp_parent_route_id bikes_allowed timepoint parent_station currency_type

agency_id jp_trip_desc stop_timezone payment_method
agency_official_name routes_jp.txt jp_trip_desc_symbol wheelchair_boarding transfers
agency_zip_number route_id jp_office_id calendar.txt transfer_duration
agency_address route_update_date ★service_id calendar_dates.txt
agency_president_pos origin_stop office_jp.txt monday service_id
agency_president_name via_stop ★office_id tuesday date fare_rules.txt

destination_stop office_name wednesday exception_type ★fare_id
feed_info.txt  office_url thursday route_id

feed_publisher_name  office_phone friday origin_id
feed_publisher_url saturday GTFS destination_id
feed_lang sunday contains_id
feed_start_date start_date Extensions to GTFS
feed_end_date end_date
feed_version GTFS_jp

shapes.txt Required
translations.txt ★shape_id

trans_id shape_pt_lat Required_jp
lang shape_pt_lon
translation shape_pt_sequence Optional

shape_dist_traveled
★=key

_name/ _desc
_headsign/ _url
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「標準的なバス情報フォーマット」の拡充

・バスの運行は道路混雑状況により日常的に遅延が発生することが多いため、バス利用者に
とってバスロケーションによる動的情報は極めて重要な情報ですが、情報提供はバス事業者
の作成しているホームページや自社アプリケーションに限定されていることが多く、
複数事業者が運行している路線などでは利用者にとって使いにくい状況です。

・このことから、「GTFSリアルタイム」を動的データの標準的なフォーマットとして定め、
「標準的なバス情報フォーマット」に追加しました。（平成31年3月）

区分 フォーマット名 対象とする情報

静的データ
GTFS-JP
(2017年３月～)

停留所、路線、便、時刻表、運賃 等

動的データ
GTFSリアルタイム
(2019年3月～)

遅延、到着予測、車両位置、運行情報等

概要

目的
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「標準的なバス情報フォーマット」の広がり

5

運行する路線をＧＴＦＳ化しており、
かつ経路検索サービスで検索可能な事業者・自治体※

・乗合バス 約６割 ・コミュニティバス 約２割

乗合バス事業者では比較的「標準的なバス情報フォーマット」による整備が進んでいるが、コ
ミュニティバスではまだ進んでいない状況。

（２０２０年３月現在：精査中）

※各運輸局を通じて行ったアンケートに回答した事業者・自治体を対象。



「標準的なバス情報フォーマット」のメリット①

1
小規模バス事業者やコミュニティバス

も経路検索サービス等に掲載される

2 バスロケ情報が経路検索に掲載される

これまで経路検索サービスに載りづらかったバスについても、より多く
の経路検索サービスに掲載されやすくなります。

大手事業者を含めても現状ごく限定的な、経路検索サービスを通じたリア
ルタイムのバスロケ情報を簡易に行えるようになります。

標準的な
バス情報

フォーマット

バス事業者 情報利用者

その他の経路検索

B社

時刻表
停留所
情報等

Ａ社

C社

「標準的なバス情報フォーマットによる
情報提供のイメージ」
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「標準的なバス情報フォーマット」のメリット②

3 運行情報が経路検索に掲載される
災害時やイベント開催中の、運休、迂回、増発等の情報を利用者に伝えることが
できます。

台風時の運休予告（宇野自動車） イベント時の続行便・混雑案内（永井運輸）

Sujiya Systems Twitter投稿より 永井運輸「 GTFSデータの取組みと災害時への対応」より 7



「標準的なバス情報フォーマット」のメリット③

多様な活用ができる

（ワンソース・マルチユース）

事業者自身が

案内の正確さを向上できる

業務の効率化ができる

経路検索以外の情報提供（デジタルサイ
ネージ等）や交通分析も可能になります。

特別ダイヤや運休を反映し、バス停情報も
より正確に多言語で整備できます。

経路検索事業者等へのデータ提供の一本化
や、業務のIT化に繋がります。
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My時刻表*1

マップ*1

交通分析*1

*1 トラフィックブレイン「公共交通オープンデータ 活用事例と発展への期待」より
*2 Sujiya Systems「その看板」

サイネージ*2
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